
            ,鍍 ・永井 、繊 化水素の氣相分働覧轍

て 紋告 した が 引績 き甘 藷 粗 汁 液 中 の 該 酵 素 の精 製 と 各種 植 物 に つ い て 貴 験 を行 つ た 結 果,フ オ

スホ リラ ー ゼは 澱 粉 を貯 藏 す る部 分 ば か りで な く葉,爽,葦 等 に も分 布 して ゐ る事 を知 り得 た.

本 報 で は 甘 諮 粗 汗 液 を 用 ぴ て澱 粉 の燐 化 分 解 を行 つ てglucose-1-pho3phate(C(xi ester)を 調 製

し得 たか ら それ に つ い て 報 告 す る.次 に 調 製 した 「glucose-1-phosphateを 材 料 と して南 瓜 の葉

及 び 果 實 の 粗 汁 液 を 用 ひ て合 成作 用 と一 方 分 解 作 用 に つ い て 實 験 を 行 つ た.そ の結 果 南 瓜 は 果

實 ば か りで な く葉 に も フ オ ス ホ リラ ー ゼ の 存在 す る事 を 知 り得 た.

 Cori esterの 調 製 例 は次 の 如 くで あ る・ 精 製 した 甘 藷 又 は 馬 齢 薯 澱 粉209をallの 水 で 煮 沸 し

冷 却 後200ccの 甘 藷 粗 汁 液 と250ccの1モ ル燐 酸 カ リ液(pH 6.8)と 水500ccを 加 へ25。Cで

36時 間 反 悉 さぜ る.分 解 終 了 後通 剰 の燐 酸 を除 き精 製 操 作 を行 ふ と最 後YC COri esterの 結 晶(カ

リウ ム盤)を 得 る ・比 較 の 爲 馬 齢 薯 粗 汗 液 を用 ひ て同 様 の 實験 を行 つ た が 廿 藷 の揚 合 の 方 が牧

量 が 著 し く悪 か つ た ・得 られ た結 晶 は 爾 者 の揚 合 同一 物質 で 且 分 析 結 果 は理 論 数 と よ く一 致 す

る.

 南 瓜 の葉 の フォ ス ホ リ ラ ー ゼ の分 解 作 用 に 關 す る實験 は 次 の如 く行 つ た.反 慮 液25cc中 可溶

性 澱 粉125mg, M/2 phosphate 3cc,葉 の粗 汗 液9ccを 含 む 條 件 に 於 て温 度30～31。Cに て 反

慮 液 のpHを 種 々 に 墾 じ分 解 を行 つ た ・ 分 解 作 用 の進 行 は 時 間 の経 過 と共 に 起 る無 機 燐 酸 の減

少 に よつ て知 る.最 適pHは6～7で あ つ た ・省 可 及 的 同一 條 件 の試 料 を探 取 して 實験 を行 つ

た 結 果 品 種 の差 に よつ て フ ォ ス ホ リラ ー ゼ の分 解 力 に差 の あ る傾 向 が み と め られ た.

 次 に調 製 したCori esterを 用 ひ て 合 成 作 用 に つ い て 實 験 を行 つ た ・ 帥 ち 反 慮 液10cc中Cori-

ester(カ リ盤)50m9,粗 汁 液5ccを 含 む 條 件 に於 て(重 マ レ イ ン酸 ソー ダ を緩 衝 液 と して使

用)時 間 の 経 過 と共 に 無 機 燐酸 の 増 加 が 起 るのが 見 られ た ・ こ の事 は 反 慮液 内 に於 て澱 粉 が 合

成 され 同 時 に 燐 酸 が 遊 離 され て來 る事 を示 す もの で あ る ・種 々 のpHで 實 験 の結 果 最 適pH

は5.5～6.5で あ る事 を知 つ た.

 次 に南 瓜 の 果 實 を 用 ぴ て 同様 の實 験 を行 つ た.南 瓜 果 の フォ ス ホ リラ ー ゼ の 分 解 作 用 及 合 成

作 用 は材 料 探 取 の 時 期(9～10月)に もよ る と思 はれ るが 葉 の揚 合 に較 べ て 弱 か つ た ・

 南 瓜果 の フ 矛 スホ リ ラ ー ゼ の澱 粉 合 成 作 用 の最 適pHは6。3～6・8で あρ た ・

          過酸化水素の氣相分解 に就て

              水 渡  英 二

              永  井   茂

                 要     旨

 過酸化水素は從來主として漂白,消 毒等に使用せられてゐたが,戦 孚末期に特殊燃料として

                   (29)
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多量生産が計 られた・過酸化水素製造工程中,例へば電解法の際の過硫酸アンモ ノの加水分解,

放電法の際の反鷹室内等,叉 はその蒸溜,濃 縮過程中等に起る過酸化水素蒸氣の分解を防止減

少せんとする見地か ら過酸化水素の氣相分解を検ぜんとした.

 装 置 及び 方 法 或 る濃度のH20,溶 液 をビウレツ トよ り滴下 し氣化浴にて氣化 し,そ の

蒸氣 を一室温度の硝子叉は金属の反慮管中を通過ぜしめた後,再 び凝結管にて液化 し,一 定時

間後その凝縦管にたまつた凝縮液のH202濃 度 を定量する.初 濃度 との比 よ り一定水蒸氣を

含むH202蒸 氣の固艦表面に於ける分解率を測定 した・

 液相分解の検査(減 屋度 と氣化温度) 先づ反慮管を附けなV・揚合,減 駆度20,30,50,

70,90,110mmHg,及 び氣化浴温度100,80,60。Cに て行つた・ その結果は第一表の如 く

で ある・印ち温度一定なれば歴力の大なる程蒸溜温度は増大 し分解率 も増大する.厘 カー定な

れば蒸溜温度は氣化浴温度に關係な く略一定値を示すが,分 解率は氣化浴温度 と共に増大す る・

帥ち分解蛮は氣化浴温度の櫓大と共に減少し歴力の減少と共に減少する結果となつた.

                第    1   表

    氣化浴温度 減 歴 度 蒸 溜 温 度 流 速 分 解 率

     Te(.C) m(mmllg) T(.C)  ・/t I (%)

                               
      100           30            48         '  0。15     1    -6.3                              r

      ク             50            54            0.19     …      0.5

      P        70      .  58        0.20   1   10.0

      ク    曾        90            66            0.17           14.3

      ク            110            66            0.16     1     16.O                              I

      …  。 } 45 '。33  。.、(,)

      ク             20            46            0.18          -7.1

      ク            30     1     48           0.15           0.9
                 1

      = ;:■l l}1■ 謡 、
      三  90 164  015旧 '59'3

    

    

    

 硝 子 面 上 に茄 け る分 解 率  H202の 初 濃 度0.5,3,30,80,重 量%及 び 反 慮 管 の 温 度 を 室

温(約20)100,150,200,250,300,350。Cに 種 々か へ て 實 験 した ・ 反鷹 管 は並 硝 狛(内 樫

1・7cm長 さ55cm),反 慮 條 件 は減 座 度50mm Ilg氣 化 浴 温度1000C冷 却 器 温 度0。Cで あ

る.
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 (a)安 定剤を含む過酸化水素を用ひた場合  反慮管の温度と分解率との關係を圖示すれば

第一圖の如 くで ある・200～250。Cに て分禦…率の極大が現はれた.初 濃度の大なる程勘Jち共存

する水蒸氣量の小なる程分解牽が大で ある.

         第  1 圖

                              第  2 圖
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(b)精 製過酸化水素を用ひた場合  第二圖の如 く,反 慮温度高き程分解墾大 となる.叉H2

02初 濃度高 き程分解率小 とな り,即 ち水の蒸氣は分解促進に働 くらしV・・H20,濃 度3,30,

80%に よる分解牽の比は略2:1.5:1で ある.

 尚,(a)の 結果は氣化室内に溜 るH,SO,に よる蒸稜困難のため液相 分解による誤差が入

つてゐる.氣 相分解 としては(b)の 結果が正確である.帥 ちH2SO,が 氣化に際して非常に

悪V・結果 をもた らす・叉H202蒸 氣 を導管中に流す揚合その分解がH20,濃 度大なる程かへ

つて少い事及び150。C迄 は室温に比べて大差なib事 は實際上の減歴問題に關係 し注目すべき

で ある.

       反慮管内温度分布問題に關す る研究

               幅 井  謙 一

               川 崎  明 裕

 爽熱反慮を行はしめてゐる反慮管の外部より恒温の油,其 他の流艦によつて反慮管内に獲生
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